
別紙１ 

令和元年度 免許法認定講習（中⼆種免・英語） 実施計画書 
会場名 ⿅児島純⼼⼥⼦⼤学 ⼤学名 ⿅児島純⼼⼥⼦⼤学 

No. 免許状 
の種類 

免許
法 

別表 
第８ 
対応 
科⽬ 

免許法施⾏規則に 
定める科⽬区分等 

左記に対応する開
設科⽬名 

(授業科⽬名) 授
与
単
位 

講義・ 
実験等 
区分 
及び 

時間数 

成績審査の⽅法 
 

①合格に必要な 
出席時数 

②成績審査⽅法 
③評価段階 
（合否区分） 

受講 
定員数 

学
級
数 科  ⽬ 

各科⽬に
含める必
要事項 

中⼼となる 
領域 

含む領域 

１ 中⼆種免 
（英語） ○ 教

科 
英語コミュニケ
ーション 

英語コミュニケー
ションⅣ 
(H31 認定講習) 

１ 講義 
15h 

①12h 以上 
②試験 
③ABC：合格 
  D：不合格 

40 
(⼈) １ 

 

 

２ 中⼆種免 
（英語） ○ 教

職 

各教科の指導法
（情報機器及び
教材の活⽤を含
む。） 

中学英語教育法Ⅱ 
(H31 認定講習) 

１ 講義 
15h 

①12h 以上 
②試験 
③ABC：合格 
  D：不合格 

40 
(⼈) １ 

 
 

３ 
中⼀・⼆
種免 
（英語） 

○ 教
科 異⽂化理解 

異⽂化理解 
(H31 認定講習) 

１ 講義 
16h 

①12h 以上 
②試験 
③ABC：合格 
  D：不合格 

40 
(⼈) １  

 

 

《 時 間 割 表 》 

⽇ 程 
第１時限 

9:00〜10:30 
休憩 

第２時限 
10:40〜12:10 

昼⾷ 
第３時限 

13:00〜14:30 
休憩 

第４時限 
14:40〜16:10 

8/5 
(⽉) 

英語コミュニケー
ションⅣ ① ② 

 
英語コミュニケー
ションⅣ ③ ④ 

 
英語コミュニケー
ションⅣ ⑤ ⑥ 

 
英語コミュニケー
ションⅣ ⑦ ⑧ 

8/6 
(⽕) 

英語コミュニケー
ションⅣ ⑨ ⑩ 

 
英語コミュニケー
ションⅣ ⑪ ⑫ 

 
中学英語教育法Ⅱ 
◇1  ◇2   

中学英語教育法Ⅱ 
◇3  ◇4  

8/7 
(⽔) 

中学英語教育法Ⅱ 
◇5  ◇6   

中学英語教育法Ⅱ 
◇7  ◇8   

中学英語教育法Ⅱ 
◇9  ◇10   

英語コミュニケー
ションⅣ ⑬ ⑭ 

8/8 
(⽊) 

異⽂化理解 □1 □2   異⽂化理解 □3 □4   異⽂化理解 □5 □6   異⽂化理解 □7 □8  

8/9 
(⾦) 

異⽂化理解 □9 □10   異⽂化理解 □11 □12   異⽂化理解 □13 □14   異⽂化理解 □15 □16  

10/19 
(⼟) 

中学英語教育法Ⅱ 
◇11  ◇12   

中学英語教育法Ⅱ 
◇13  ◇14   

中学英語教育法Ⅱ
◇15  ＋試験 

 
英語コミュニケー
ションⅣ⑮ ＋試験 

  



《 講 義 概 要 》 
 

１．英語コミュニケーションⅣ（H31 認定講習)  

担当：ルイーズ・ケネディ，ダニエルズ・アンドリュー，ファーガソン・ピーター 

中学校において⽣徒の理解の程度に応じた英語で授業を⾏うための英語運⽤能⼒を養う。
⼀般的な英語運⽤能⼒だけでなく、幅広い話題やいろいろなジャンルの英語を題材として扱
い 4 技能を⾼める。特にスピーキングに特化してコミュニケーション能⼒を⾝に付ける。 

 

 

２．中学英語教育法Ⅱ(H31 認定講習)  

担当：影浦 攻，今井 京，直⼭ ⽊綿⼦，川上 典⼦ 

⼩学校における英語教科化に対応でき、中学校における英語の指導に関する知識と技能を
⾝に付ける。学習指導要領および教科⽤図書についての知識、⼩中⾼の連携、4 技能の指導、
⾳声・⽂字に関する指導、デジタル教材等の活⽤の仕⽅等を学ぶ。 

 

 

３．異⽂化理解（H31 認定講習)  

担当：広瀬 健⼀郎，川上 典⼦ 

第 1 ⽇⽬： 
主に北⽶社会を題材にして、多⽂化共⽣の実現のためには、異⽂化間相互の関係を史的に理

解することが重要であることを、先住⺠族、アフリカ系、中国系、⽇系の住⺠等に焦点をあて
ながら論ずる。 
第 2 ⽇⽬： 

異⽂化理解のために、「⽂化」を捉え直し、異⽂化コミュニケーションへの積極的な態度と
スキルを育成する。また、世界の⽂化の多様性を学ぶとともに⾃⽂化への理解も深める。 

 

 

 

 


